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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)
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【出願番号】特願2016-41459(P2016-41459)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｂ   7/04     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月6日(2016.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実施される方法において、
　共通時間フレームの間に、第１のセットおよび第２のセットのリソースブロック（ＲＢ
）を受信するステップであって、
　　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの各々は、複数のリソース要素（ＲＥ）
を含み、
　　前記ＲＥは、１つ以上のデータシンボル、１つ以上の制御タイプデータシンボル、お
よび、前記ＷＴＲＵに特有の１つ以上の専用基準信号（ＤＲＳ）を含み、
　　前記第１のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第１のセットのＲ
ＢのＲＥの第１のＤＲＳ構成が前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第１のＤＲＳモードをシグナリングしている第１のＤＲＳモードインジケータを含み、
　　前記第２のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第２のセットのＲ
ＢのＲＥの第２のＤＲＳ構成が前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第２のＤＲＳモードをシグナリングしている第２のＤＲＳモードインジケータを含む、
受信するステップと、
　前記シグナリングされた前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードに基づ
いて、前記第１のセットのＲＢのどのＲＥが前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳを含む
か、および、前記第２のセットのＲＢのどのＲＥが前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳ
を含むかを決定するステップと、
　前記ＤＲＳの少なくとも１つに基づいて、少なくとも１つのチャネル応答を推定するス
テップと、
　前記少なくとも１つのチャネル応答に基づいて、前記データシンボルにおけるデータを
復号するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードは、送信レイヤの数を示してい
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミン
グされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフ
ォーミングされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの少なくとも１つの前記ＤＲＳは、単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、コンポ
ジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロットの組み合
わせを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、少なくとも１つの単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、少なく
とも１つのコンポジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパ
イロットを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータの少
なくとも１つは、ＤＲＳモードにおける変化を示していることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータは、前記第１のセットのＲＢに対する単一の送信
レイヤを示しており、前記第２のＤＲＳモードインジケータは、前記第２のセットのＲＢ
に対する単一の送信レイヤまたは複数の送信レイヤを示していることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータは、
前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢに対する複数の送信レイヤを示していること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＤＲＳモードインジケータを受信するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、
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　共通時間フレームの間に、第１のセットおよび第２のセットのリソースブロック（ＲＢ
）を受信するよう構成された１つ以上のアンテナであって、
　　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの各々は、複数のリソース要素（ＲＥ）
を含み、
　　前記ＲＥは、１つ以上のデータシンボル、１つ以上の制御タイプデータシンボル、お
よび、前記ＷＴＲＵに特有の１つ以上の専用基準信号（ＤＲＳ）を含み、
　　前記第１のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第１のセットのＲ
ＢのＲＥの第１のＤＲＳ構成が前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第１のＤＲＳモードをシグナリングしている第１のＤＲＳモードインジケータを含み、
　　前記第２のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第２のセットのＲ
ＢのＲＥの第２のＤＲＳ構成が前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第２のＤＲＳモードをシグナリングしている第２のＤＲＳモードインジケータを含む、
１つ以上のアンテナと、
　前記シグナリングされた前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードに基づ
いて、前記第１のセットのＲＢのどのＲＥが前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳを含む
か、および、前記第２のセットのＲＢのどのＲＥが前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳ
を含むかを決定するよう構成されたシグナル解析ユニットと、
　前記ＤＲＳの少なくとも１つに基づいて、少なくとも１つのチャネル応答を推定するよ
う構成されたチャネル推定ユニットと、
　前記少なくとも１つの推定されたチャネル応答に基づいて、前記データシンボルにおけ
るデータを復号するよう構成されたデータ復号ユニットと
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードは、送信レイヤの数を示してい
ることを特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミン
グされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むことを特徴とする請求項１３に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフ
ォーミングされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの少なくとも１つの前記ＤＲＳは、単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、コンポ
ジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロットの組み合
わせを含むことを特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項２０】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、少なくとも１つの単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、少なく
とも１つのコンポジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパ
イロットを含むことを特徴とする請求項請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータの少
なくとも１つは、ＤＲＳモードにおける変化を示していることを特徴とする請求項１３に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータは、前記第１のセットのＲＢに対する単一の送信
レイヤを示しており、前記第２のＤＲＳモードインジケータは、前記第２のセットのＲＢ
に対する単一の送信レイヤまたは複数の送信レイヤを示していることを特徴とする請求項
１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータは、
前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢに対する複数の送信レイヤを示していること
を特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、
共通時間フレームの間に、第１のセットおよび第２のセットのリソースブロック（ＲＢ）
を受信するよう構成された受信機であって、
　　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの各々は、複数のリソース要素（ＲＥ）
を含み、
　　前記ＲＥは、１つ以上のデータシンボル、１つ以上の制御タイプデータシンボル、お
よび、前記ＷＴＲＵに特有の１つ以上の専用基準信号（ＤＲＳ）を含み、
　　前記第１のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第１のセットのＲ
ＢのＲＥの第１のＤＲＳ構成が前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第１のＤＲＳモードをシグナリングしている第１のＤＲＳモードインジケータを含み、
　　前記第２のセットのＲＢの前記制御タイプデータシンボルは、前記第２のセットのＲ
ＢのＲＥの第２のＤＲＳ構成が前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳのために使用される
、第２のＤＲＳモードをシグナリングしている第２のＤＲＳモードインジケータを含む、
受信機と、
　前記シグナリングされた前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードに基づ
いて、前記第１のセットのＲＢのどのＲＥが前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳを含む
か、および、前記第２のセットのＲＢのどのＲＥが前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳ
を含むかを決定し、
　前記ＤＲＳの少なくとも１つに基づいて、少なくとも１つのチャネル応答を推定し、並
びに、
　前記少なくとも１つの推定されたチャネル応答に基づいて、前記データシンボルにおけ
るデータを復号するよう構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードは、送信レイヤの数を示してい
ることを特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２６】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミン
グされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むことを特徴とする請求項２４に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項２７】



(5) JP 2016-136757 A5 2016.9.8

　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２８】
　前記第１のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットを含み、
　前記第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされたまたはプレ
コーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２９】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、コンポジットのビームフ
ォーミングされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むこと
　を特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３０】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの少なくとも１つの前記ＤＲＳは、単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、コンポ
ジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロットの組み合
わせを含むことを特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３１】
　前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢの前記ＤＲＳは、少なくとも１つの単一の
ビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパイロット、並びに、少なく
とも１つのコンポジットのビームフォーミングされたもしくはプレコーディングされたパ
イロットを含むことを特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３２】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータの少
なくとも１つは、ＤＲＳモードにおける変化を示していることを特徴とする請求項２４に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項３３】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータは、前記第１のセットのＲＢに対する単一の送信
レイヤを示しており、前記第２のＤＲＳモードインジケータは、前記第２のセットのＲＢ
に対する単一の送信レイヤまたは複数の送信レイヤを示していることを特徴とする請求項
２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３４】
　前記第１のＤＲＳモードインジケータおよび前記第２のＤＲＳモードインジケータは、
前記第１のセットおよび第２のセットのＲＢに対する複数の送信レイヤを示していること
を特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
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